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◆特集 「北前船」と地方創生

創る

01

日

本

遺

産

は

地

域

の

歴

史

的

魅

力

や

特

色

を

通

じ

て

我

が

国

の

文

化

・

伝

統

を

語

る

ス

ト

ー

リ

ー

を

「

日

本

遺

産

（

J

a

p

a

n

H

e

r

i

t

a

g

e

）

｣

と

し

て

文

化

庁

が

認

定

す

る

も

の

で

す

。

ス

ト

ー

リ

ー

を

語

る

上

で

欠

か

せ

な

い

魅

力

あ

る

有

形

・

無

形

の

様

々

な

文

化

財

群

を

、

地

域

が

主

体

と

な

っ

て

総

合

的

に

整

備

・

活

用

し

、

国

内

だ

け

で

な

く

海

外

へ

も

戦

略

的

に

発

信

し

て

い

く

こ

と

に

よ

り

、

地

域

の

活

性

化

を

図

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

取

組

で

す

。

平

成

27

年

度

か

ら

認

定

が

始

ま

り

、

令

和

元

年

度

現

在

、

日

本

遺

産

は

全

国

で

83

件

、

北

海

道

で

は

４

件

認

定

さ

れ

て

お

り

、

文

化

庁

で

は

令

和

２

年

度

ま

で

に

１

０

０

件

程

度

の

認

定

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

日

本

遺

産

と

は

？

平

成

29

年

４

月

、

函

館

市

・

松

前

町

が

北

前

船

寄

港

地

・

船

主

集

落

と

し

て

日

本

遺

産

に

認

定

さ

れ

、

平

成

30

年

５

月

に

は

小

樽

市

・

石

狩

市

が

追

加

認

定

さ

れ

ま

し

た

。

今

回

の

特

集

で

は

、

日

本

遺

産

「

北

前

船

寄

港

地

・

船

主

集

落

」

を

取

り

上

げ

る

と

と

も

に

、

構

成

自

治

体

の

取

組

や

令

和

元

年

10

月

19

日

、

20

日

に

開

催

さ

れ

た

｢

第

28

回

北

前

船

寄

港

地

フ

ォ

ー

ラ

ム

ｉ

ｎ

北

海

道

小

樽

・

石

狩

」

を

紹

介

し

ま

す

。

江

戸

中

期

か

ら

明

治

に

か

け

て

、

北

海

道

・

東

北

・

北

陸

と

西

日

本

を

結

ん

だ

西

廻

り

航

路

は

経

済

の

大

動

脈

で

あ

り

、

こ

の

航

路

を

利

用

し

た

商

船

は

北

前

船

と

呼

ば

れ

ま

し

た

。

北

前

船

は

、

米

を

は

じ

め

と

し

た

物

資

の

輸

送

か

ら

発

展

し

、

船

主

自

身

が

寄

港

地

で

仕

入

れ

た

多

種

多

様

な

商

品

を

、

別

の

寄

港

地

で

販

売

す

る

買

い

積

み

方

式

に

よ

り

利

益

を

あ

げ

た

こ

と

か

ら

「

動

く

総

合

商

こ

」

と

形

容

さ

れ

て

い

ま

す

。

日

本

海

や

瀬

戸

内

海

沿

岸

に

残

る

数

多

く

の

寄

港

地

・

船

主

集

落

は

、

北

前

船

の

壮

大

な

世

界

を

今

に

伝

え

て

い

ま

す

。

北

前

船

寄

港

地

・

船

主

集

落

と

は

？

【明治36年の小樽港の写真】

小樽市総合博物館蔵

【日本遺産ロゴマーク】

【

立

岩

前

の

北

前

船

（

小

樽

市

）

】

小

樽

市

総

合

博

物

館

蔵



「

江

差

の

五

月

は

江

戸

に

も

な

い

─

ニ

シ

ン

の

繁

栄

が

息

づ

く

町

─

」

（

Ｈ

29

認

定

）

「

カ

ム

イ

と

共

に

生

き

る

上

川

ア

イ

ヌ

～

大

雪

山

の

ふ

と

こ

ろ

に

伝

承

さ

れ

る

神

々

の

世

界

～

」

（

Ｈ

30

認

定

）

「

本

邦

国

策

を

北

海

道

に

観

よ

！

～

北

の

産

業

革

命

「

炭

鉄

港

」

～

」

（

Ｒ

元

認

定

）

荒

波

を

越

え

た

男

た

ち

の

夢

が

紡

い

だ

異

空

間

～

北

前

船

寄

港

地

・

船

主

集

落

～

（

Ｈ

29

認

定

、

Ｈ

30

・

Ｒ

元

追

加

認

定

）

明

治

の

初

め

に

命

名

さ

れ

た

広

大

無

辺

の

大

地

「

北

海

道

」

。

そ

の

美

し

く

も

厳

し

い

自

然

の

中

で

、

｢

石

炭

｣

・

｢

鉄

鋼

｣

・

｢

港

｣

と

そ

れ

ら

を

繫

ぐ

「

鉄

道

」

を

舞

台

に

繰

り

広

げ

ら

れ

た

北

の

産

業

革

命

「

炭

鉄

港

」

は

、

北

海

道

の

発

展

に

大

き

く

貢

献

し

て

き

ま

し

た

。

当

時

の

繁

栄

の

足

跡

は

、

空

知

の

炭

鉱

遺

産

、

室

蘭

の

工

場

景

観

、

小

樽

の

港

湾

、

そ

し

て

各

地

の

鉄

道

施

設

な

ど

、

見

る

者

を

圧

倒

す

る

本

物

の

産

業

景

観

と

し

て

今

で

も

数

多

く

残

っ

て

い

ま

す

。

１

０

０

㎞

圏

内

に

位

置

す

る

こ

の

３

地

域

を

原

動

力

と

し

て

、

北

海

道

の

人

口

は

約

１

０

０

年

で

１

０

０

倍

に

な

り

ま

し

た

。

そ

の

急

成

長

と

衰

退

、

そ

し

て

新

た

な

チ

ャ

レ

ン

ジ

を

描

く

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

な

物

語

は

、

こ

れ

ま

で

に

な

い

北

海

道

の

新

し

い

魅

力

と

し

て

、

訪

れ

る

人

に

深

い

感

慨

と

新

た

な

価

値

観

を

も

た

ら

し

て

い

ま

す

。

美

し

く

厳

し

い

大

雪

山

の

ふ

と

こ

ろ

に

、

カ

ム

イ

～

神

～

を

見

出

し

共

に

生

き

た

“

上

川

ア

イ

ヌ

”

。

彼

ら

は

激

流

迸

る

奇

岩

の

渓

谷

に

魔

神

と

英

雄

神

の

戦

い

の

伝

説

を

残

し

、

神

々

へ

の

祈

り

の

場

と

し

て

崇

め

た

上

川

ア

イ

ヌ

の

聖

地

に

は

、

ク

マ

笹

で

葺

か

れ

た

家

な

ど

に

よ

り

コ

タ

ン

（

集

落

）

を

形

成

し

祈

り

を

捧

げ

続

け

て

い

ま

す

。

上

川

ア

イ

ヌ

は

「

川

は

山

へ

溯

る

生

き

物

」

と

考

え

、

最

上

流

の

大

雪

山

を

最

も

神

々

の

国

に

近

く

、

自

然

の

恵

み

を

も

た

ら

す

、

カ

ム

イ

ミ

ン

タ

ラ

～

神

々

の

遊

ぶ

庭

～

と

し

て

崇

拝

し

て

き

ま

し

た

。

神

々

と

共

に

生

き

、

伝

承

し

て

き

た

上

川

ア

イ

ヌ

の

文

化

は

、

こ

の

大

地

に

今

も

息

づ

い

て

い

ま

す

。

日

本

海

や

瀬

戸

内

海

沿

岸

に

は

、

山

を

風

景

の

一

部

に

取

り

込

む

港

町

が

点

々

と

み

ら

れ

ま

す

。

そ

こ

に

は

、

港

に

通

じ

る

小

路

が

随

所

に

走

り

、

通

り

に

は

広

大

な

商

家

や

豪

壮

な

船

主

屋

敷

が

建

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

こ

寺

に

は

奉

納

さ

れ

た

船

の

絵

馬

や

模

型

が

残

り

、

京

な

ど

遠

方

に

起

源

が

あ

る

祭

礼

が

行

わ

れ

、

節

回

し

の

似

た

民

謡

が

唄

わ

れ

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

の

港

町

は

、

荒

波

を

越

え

、

動

く

総

合

商

こ

と

し

て

巨

万

の

富

を

生

み

、

各

地

に

繁

栄

を

も

た

ら

し

た

北

前

船

の

寄

港

地

・

船

主

集

落

で

、

時

を

重

ね

て

彩

ら

れ

た

異

空

間

と

し

て

今

も

人

々

を

惹

き

つ

け

て

い

ま

す

。

江

差

の

海

岸

線

に

沿

っ

た

段

丘

の

下

側

を

通

っ

て

い

る

町

並

み

の

表

通

り

に

、

切

妻

屋

根

の

建

物

が

建

ち

並

び

、

暖

簾

・

看

板

・

壁

に

は

そ

の

家

ご

と

の

屋

号

が

掲

げ

ら

れ

て

い

ま

す

。

緩

や

か

に

海

側

へ

下

っ

て

い

る

地

形

に

あ

わ

せ

て

蔵

が

階

段

状

に

連

な

り

、

海

と

共

に

生

き

て

き

た

地

域

で

あ

る

こ

と

が

う

か

が

え

ま

す

。

こ

の

町

並

み

は

、

江

戸

時

代

か

ら

明

治

時

代

に

か

け

て

の

ニ

シ

ン

漁

と

そ

の

加

工

品

の

交

易

に

よ

っ

て

形

成

さ

れ

た

も

の

で

、

そ

の

様

は

「

江

差

の

五

月

は

江

戸

に

も

な

い

」

と

謳

わ

れ

る

ほ

ど

で

し

た

。

ニ

シ

ン

に

よ

る

繁

栄

は

、

江

戸

時

代

か

ら

伝

承

さ

れ

て

い

る

文

化

と

と

も

に

、

今

で

も

こ

の

地

域

に

色

濃

く

連

綿

と

息

づ

い

て

い

ま

す

。
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◆特集 「北前船」と地方創生

道内の日本遺産

江

差

町

函

館

市

、

松

前

町

、

小

樽

市

、

石

狩

市

を

含

む

16

道

府

県

の

45

市

町

上

川

町

、

旭

川

市

、

富

良

野

市

、

愛

別

町

上

士

幌

町

、

上

富

良

野

町

、

鹿

追

町

士

幌

町

、

新

得

町

、

当

麻

町

、

東

川

町

比

布

町

赤

平

市

、

小

樽

市

、

室

蘭

市

、

夕

張

市

岩

見

沢

市

、

美

唄

市

、

芦

別

市

、

三

笠

市

栗

山

町

、

月

形

町

、

沼

田

町

、

安

平

町

【旧中村家住宅と町並み（江差町）】

【大雪山の雄大な自然】

き

り

づ

ま

ほ

と

ば

し

ふ

【住友奔別炭鉱立坑櫓（三笠市）】

すみとも ぽんべつたんこう たて こう やぐら

【厳島神社（函館市）】

さ

か

の

ぼ



「

松

前

祇

園

ば

や

し

」

は

、

北

前

船

交

易

に

よ

り

近

江

商

人

た

ち

に

よ

り

伝

え

ら

れ

た

と

さ

れ

、

19

世

紀

初

頭

に

記

さ

れ

た

「

松

前

歳

時

記

草

稿

」

に

よ

れ

ば

、

松

前

城

下

祭

の

山

車

巡

行

の

囃

子

で

、

元

々

は

15

曲

あ

っ

た

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

が

、

現

在

は

、

松

前

郷

土

芸

能

保

存

会

に

よ

り

12

曲

が

守

り

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

北

海

道

立

松

前

高

等

学

校

で

は

、

｢

松

前

学

」

と

し

て

郷

土

の

歴

史

を

学

習

す

る

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

が

あ

り

、

高

校

生

が

松

前

郷

土

芸

能

保

存

会

の

メ

ン

バ

ー

か

ら

松

前

祇

園

ば

や

し

を

教

わ

る

こ

と

で

、

江

戸

時

代

か

ら

続

く

郷

土

芸

能

の

保

存

伝

承

に

努

め

て

い

ま

す

。

平

成

31

年

に

開

催

さ

れ

た

松

前

町

郷

土

芸

能

大

公

開

で

は

、

高

校

生

が

松

前

祇

園

ば

や

し

を

披

露

す

る

場

面

も

設

け

ら

れ

ま

し

た

。

【福山波止場】

栖原小右衛門たち豪商の寄付と、

明治政府からの�༂༂をもと

に、明治8ฅ�ਇ༂�

Ԇ༂�ȇఈ�̅ഇ��༂�機関で、

̅ȅȈ�ਇ̈�༅༂とਇ༂）の徴

̅�༂�������

【沖口役所跡】【松前屏風】

18世紀中頃の松前城下を描いた

ものとされ、作者は、松前出身の

画家・༉ąขą༂ఈȈ�

「

松

前

祇

園

ば

や

し

」

の

保

存

伝

承

活

動

◆特集 「北前船」と地方創生

創る

03

函

館

市

と

商

工

会

議

所

な

ど

で

構

成

さ

れ

る

箱

館

高

田

屋

嘉

兵

衛

顕

彰

会

で

は

、

北

前

船

交

易

を

通

じ

て

財

を

築

き

、

箱

館

の

ま

ち

づ

く

り

に

積

極

的

に

投

資

し

た

高

田

屋

嘉

兵

衛

の

功

績

を

広

く

知

っ

て

も

ら

う

た

め

、

小

学

校

３

・

４

年

生

向

け

の

副

読

本

「

高

田

屋

嘉

兵

衛

さ

ん

と

わ

た

し

た

ち

の

函

館

」

を

作

成

し

、

市

内

の

小

学

校

へ

配

布

し

ま

し

た

。

ま

た

、

北

前

船

日

本

遺

産

の

認

定

自

治

体

と

し

て

の

活

動

の

一

環

で

、

地

域

へ

の

普

及

啓

発

を

目

的

と

し

、

無

料

の

資

料

展

示

を

市

内

各

所

に

て

開

催

し

ま

し

た

。

ス

ト

ー

リ

ー

を

構

成

す

る

主

な

文

化

財

と

地

域

活

性

化

の

た

め

の

取

組

「

函

館

市

」

ス

ト

ー

リ

ー

を

構

成

す

る

主

な

文

化

財

と

地

域

活

性

化

の

た

め

の

取

組

「

松

前

町

」

【函館山】

̅ȅ船の船乗りたちが出港前に

日和をみた場所。

̅ȅȈ�	����される越前産

の笏谷石が礎石に使われていた奉

༂Ȇ�

【箱館奉行所跡】【高田屋屋敷跡】

̅ȅȈ�ఈ����༂༂అは

箱館に屋敷を構え、蝦夷地の

拠点としていました。

歴

史

を

次

代

へ

つ

な

ぐ

はこだてやま

はこだて ぶ ぎょうしょあと

たか だ や や しき あと

ぎくやま は と ばおきのくちやくしょ あと

まつまえ びょうぶ

しゃくだにいし

は

ば

し

りゅうえんさいこだまていりょう

だ

し

じ

ゅ

ん

こ

う

すはら こ え も ん


